
平
安
時
代
の
複
合
動
詞
後
項
に
つ
い
て

は
　
じ
　
め
　
に

淑
氏
物
語
の
接
合
動
詞
の
後
攻
に
用
い
ら
れ
て
い
る
動
詞
(
以
下
「
後
項
動

詞
」
と
呼
ぶ
。
)
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
へ
後
項
と
し
て
用
い
ら
れ
る
度

数
が
動
詞
に
よ
っ
て
著
し
-
異
な
り
'
後
項
動
詞
に
は
'
そ
れ
独
自
の
秩
序
の

(
注
1
)

存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
こ
で
更
に
考
察
の
帽
を
拡
げ
た
-
思
い
、
批
語
以
外
に
、
竹
取
物
語
・
伊

勢
物
語
・
土
左
日
記
・
古
今
先
・
か
げ
ろ
ふ
日
記
・
枕
草
子
・
紫
式
部
日
記
・

∴
　
間
-
*
:
'
-
r
i
i
山
に
~
^
-
'
¥
'
・
∵
-
¥
J
t
…
、
・
・
]
代
年

(
ユ
1
・
)

引
柄
3
」
J
　
以
下
r
索
引
稲
3
と
呼
ぶ
。
)
を
作
成
し
た
。

小
稲
は
'
そ
れ
に
基
づ
い
て
T
二
の
こ
と
を
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

弟
l
節
　
後
項
動
詞
の
順
位

い
ま
1
例
を
挙
げ
れ
ば
'
「
あ
か
す
」
を
後
攻
と
す
る
祖
合
動
詞
に
は
'
次

の
も
の
が
有
る
。
但
し
'
紙
幅
の
関
係
で
出
典
を
省
略
す
る
。

あ
そ
ぴ
あ
か
す
　
(
以
下
「
あ
か
す
」
を
省
略
す
る
。
)
　
い
ひ
'
起
き
'
お
こ
な

ひ
、
お
ぼ
し
'
お
も
ひ
t
か
た
ら
ひ
、
き
こ
え
'
く
ら
L
t
さ
と
り
'
立
ち
'

つ
-
り
'
な
か
め
、
な
き
'
な
げ
き
、
な
や
み
t
　
の
た
ま
ひ
t
　
の
の
し
り
'

ゐ

障
り
へ
ま
ち
、
居

東
　
　
辻
　
　
保

n
H

牙

合
計
二
十
丁
種
を
数
え
る
3
こ
れ
を
'
「
あ
か
す
」
の
異
な
り
複
合
度
数
は
二

十
1
で
あ
る
t
と
い
う
よ
う
に
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
異
な
り
校
合
比
数
は
、

語
に
よ
っ
て
大
小
が
布
り
'
管
見
の
範
囲
内
で
は
股
小
7
よ
り
正
大
1
三
五
に

ま
で
至
る
。

そ
こ
で
へ
次
下
に
'
後
項
動
詞
を
異
な
り
接
合
度
数
の
大
き
い
も
の
か
ら
肘

次
奉
不
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
表
の
A
は
朋
位
t
 
B
は
後
項
動
詞
t
 
C
は
火

な
り
社
合
度
数
t
 
D
は
船
語
で
の
脳
位
'
E
は
折
語
で
の
異
な
り
授
(
=
比
敦
で

あ
る
。
な
お
t
 
C
欄
の
度
数
二
以
下
は
紙
幅
の
都
合
で
削
除
し
た
。
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ち
が
ふ
　
(
四
段
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つ
か
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ま
つ
る
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四
段
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と
が
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は
す

鵡
ぶ
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四
段
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残
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ま
つ
は
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ま
ど
は
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す
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よ
ろ
こ
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う
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す

う
し
な
ふ

う
つ
す

移
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起
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お
は
さ
う
ず

お
よ
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(
及
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お
る
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下
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か
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交
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く
く
む
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ぶ
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も
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ひ
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ふ
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ま
う
づ

ま
か
る

普
-
(
描
)

¥
-
-
i
-
r
y
-
＼
る

ま
す
　
(
雌
)

V
-
つ
は
る

・
i
-
5
上
ふ

狗
-
(
下
二
段
)

i
'
O
す
ぶ

む
つ
か
る

め
ぐ
る

や
蝣
"
.
蝣
蝣
0
　
(
鵬
1

や
ぶ
る
　
(
破
)
　
(
凹
段
)

ゆ
る
が
す

わ
な
な
く

ゐ'?　Hi-)

折
る

4040 38 38 39 38 39 38 394038404039

下
'
即
に
「
共
通
比
」
と
呼
ぶ
。
)
が
柿
め
て
低
い
の
に
対
し
て
、
「
い
づ
」
の

如
き
は
'
極
め
て
高
い
と
言
い
得
る
。
こ
れ
ら
の
共
通
皮
と
'
後
項
動
詞
の
異

な
り
接
合
度
数
(
即
ち
へ
前
節
の
順
位
に
対
応
す
る
も
の
)
　
と
の
問
に
は
'
何

ら
か
の
関
係
が
有
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
.
こ
の
点
に
つ
い
て
'
少
し

-
瑠
え
て
み
た
い
。
ま
ず
餌
例
を
掲
げ
る
。
例
語
の
下
の
数
字
は
順
位
を
示
す
。

作
品
名
は
、
そ
の
頭
字
を
以
て
略
示
す
る
。

川
十
作
品
共
通
　
(
1
f
i
)

思
K
Z
V
 
M

第
二
節
　
後
項
動
詞
の
順
位
と
作
品
聞
共
通
使
用
度
と
の
関
係

後
判
動
詞
の
中
に
は
'
た
と
え
ば
第
五
十
二
位
「
を
こ
つ
る
」
の
如
く
、
何

か
に
「
い
ひ
を
こ
つ
る
」
　
1
種
を
形
成
し
'
大
鏡
に
の
み
見
出
さ
れ
る
も
の
を

始
め
と
し
て
'
第
7
位
「
い
づ
」
の
如
-
7
三
五
種
の
複
合
動
詞
を
形
成
し
'

そ
の
中
の
「
忠
ひ
い
づ
」
は
'
今
回
調
査
の
全
作
品
に
見
出
さ
れ
る
と
い
う
よ

う
な
も
の
に
至
る
ま
で
、
実
に
様
々
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。

右
の
「
を
こ
つ
る
」
の
よ
う
な
後
項
動
詞
は
'
作
品
問
の
共
通
使
用
度
(
以

物
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通
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仲
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以
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は
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紙
附
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邦
今
上
、
こ
こ
に
朔
=
き
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ね
る
こ
と
を
省
略

1

-

・

-

,

3

[

蝣

蝣

-

.

'

さ
て
'
以
上
に
掲
げ
た
作
品
間
共
迫
の
後
攻
動
詞
と
舶
位
と
の
関
係
を
見
る

た
め
に
へ
十
位
錨
の
分
布
状
況
を
憂
ボ
す
る
と
次
の
如
-
な
る
。

(
　
)
　
は
百
分
比

こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
共
通
す
る
作
品
の
数
が
多
-
な
る
群
へ
後
項
動
詞
の
秤

瀕
が
減
少
す
る
と
い
う
当
然
と
写
¥
J
-
ら
れ
る
現
袋
に
伴
い
'
順
位
に
お
い
て
も
'

円
作
口
畳
(
通
の
似
合
に
は
、
四
十
位
、
五
十
位
台
の
後
項
動
詞
が
多
-
見
出
さ

れ
る
の
に
対
し
て
'
五
作
晶
共
通
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
比
率
が
著
し
く
減

少
し
'
六
作
日
間
共
通
以
上
に
な
る
と
'
六
作
品
共
通
の
7
校
を
除
い
て
7
位
か

ら
三
十
位
ま
で
の
も
の
に
限
ら
れ
二
g
に
'
九
・
十
作
品
共
通
に
お
い
て
は
'

六
位
の
「
く
」
へ
　
1
位
の
「
い
づ
」
が
見
出
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
こ
れ

を
:
B
に
子
細
に
見
れ
ば
、
七
作
品
共
通
で
は
'
T
位
の
「
い
づ
」
か
ら
二
十
二

位
の
「
つ
-
」
ま
で
'
八
作
品
共
通
で
は
'
六
位
の
「
-
」
か
ら
二
十
四
位
の

「
か
-
」
ま
で
で
あ
る
こ
と
が
判
る
0

1
1
上
の
叫
火
は
'
こ
れ
を
細
め
て
言
え
ば
'
異
な
り
複
合
動
詞
を
多
く
形
成

し
得
て
い
る
後
現
動
詞
ほ
ど
'
そ
の
柁
合
動
詞
が
多
-
の
作
品
閥
に
共
通
し
て

371



班
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
t
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
節
　
後
項
動
詞
と
源
氏
物
語

平
安
時
代
の
文
学
作
品
の
語
桑
ォ
に
お
い
て
'
折
氏
物
語
の
そ
れ
が
最
大
級

で
あ
る
こ
と
は
論
を
侠
た
な
い
。
そ
の
こ
と
が
t
 
F
封
引
栢
j
に
お
け
る
後
項

動
詞
の
順
位
に
ど
の
よ
う
に
影
哲
し
て
い
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。
も
っ
と
も
'

後
項
動
詞
の
間
位
と
し
て
は
t
 
r
窮
引
稿
』
は
五
十
二
位
'
源
語
は
四
十
位
が

そ
れ
ぞ
れ
の
最
下
位
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
服
位
の
餌
純
な
直
接
的
比
較
は
、

あ
ま
り
志
味
を
持
た
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
'
後
項
動
詞
数
に
つ
い
て
見
る
と
t
 
r
索
引
稿
k
で
は
七
二
七
項
を
数

え
る
が
'
そ
の
中
'
折
詰
の
占
有
し
て
い
る
の
は
五
五
7
項
、
約
七
五
・
八
%

で
あ
り
'
他
の
7
七
六
項
'
約
二
四
・
二
%
は
源
語
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
る
3
こ
こ
で
'
全
興
な
り
複
合
比
秋
に
つ
い
て
も
比
較
し
て
お
く
と
、
r
黙

引
相
.
:
は
四
八
T
六
へ
源
語
は
そ
の
中
の
三
三
五
五
で
あ
っ
て
'
即
ち
'
折
語

の
古
汀
　
は
約
六
九
・
七
㌔
で
あ
る
。
-
.
-
;
-
^
-
r
の
-
V
-
1
ご
ナ
k
j
:
は
、
把
山
方
の
P
=

紺
に
と
ど
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

諺
織
目
の
及
び
か
た
を
'
い
ま
少
し
具
体
的
に
述
べ
て
み
た
い
。
ま
ず
'
源
語

の
占
有
鵜
が
五
十
%
以
下
の
後
項
動
詞
那
(
A
グ
ル
ー
プ
と
呼
ぶ
o
)
を
列
挙
す

れ
ば
次
の
如
-
な
る
.
(
　
)
　
の
数
字
は
'
上
が
『
勲
引
械
』
で
の
'
下
が
源

-
=
i
'
-
>
r
;
順
化
を
小
・
丁
.
日
下
同
f
.

立
つ
　
　
蝣
8
)
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り
m
・
S
S
I
　
あ
ぐ
(
S
　
　
　
笑
ふ
　
(
舶
・

4
)
　
あ
っ
ま
る
　
(
　
　
　
)
　
　
つ
づ
-
(
四
段
　
　
S
)
　
お
こ
な
ふ

一
4
・
詣
)
　
持
つ
　
(
4
・
お
)
　
か
た
ら
ふ
'
す
ご
す
、
な
-
(
5
ァ
ー
8
)

い
た
る
、
切
る
'
下
ぐ
、
乗
る
(
　
・
8
)
　
く
-
む
、
延
ぶ
　
(
S
3
,
O
l

の
-
(
下
二
。
。
.
O
)
往
ぬ
'
き
こ
ゆ
'
-
も
る
'
栄
ゆ
'
さ
ぶ
ら
ふ
'

そ
こ
な
ふ
(
2
-
2
)
い
ま
す
'
受
く
、
間
む
、
く
だ
く
'
恋
ふ
、
死
ぬ
'

つ
も
る
'
連
ぬ
t
と
ふ
'
取
ら
す
-
-
(
訓
・
4
)

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
源
語
の
占
有
率
が
低
く
'
源
語
内
で
の
順
位
も
'
1

二
を
除
け
ば
以
後
ほ
か
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
。
又
、
F
索
引
稲
j
で
の
間
代

も
概
ね
後
椙
で
は
あ
る
が
、
源
語
で
の
順
位
は
猶
低
く
'
両
者
は
相
当
し
な
い
。

就
中
'
「
を
り
」
「
笑
ふ
」
「
お
こ
な
ふ
」
は
柚
別
な
例
と
な
る
。

「
を
り
」
は
異
な
り
投
合
二
十
五
種
の
申
'
「
お
と
し
を
り
」
「
思
ひ
を
り
」

「
の
の
し
り
を
り
」
の
三
種
の
み
が
打
誠
の
前
川
で
あ
る
。
「
を
り
」
に
つ
い

て
は
'
伊
勢
物
語
所
用
の
十
例
が
特
徴
的
で
あ
る
。

「
笑
ふ
」
は
、
異
な
り
勘
合
十
三
和
の
中
、
「
さ
さ
め
き
笑
ふ
」
の
み
が
新

語
の
所
用
で
あ
る
。
枕
碍
子
所
用
の
九
例
が
船
級
的
で
あ
る
。

「
お
こ
な
ふ
」
は
'
R
'
な
り
校
合
九
種
の
中
'
「
あ
つ
か
ひ
お
こ
な
ふ
」
「
加

へ
お
こ
な
ふ
」
「
執
り
お
こ
な
ふ
」
の
三
柿
が
ガ
語
所
用
で
あ
る
。

次
に
へ
新
語
の
占
有
率
八
十
%
以
上
の
後
項
動
詞
群
(
B
グ
ル
ー
プ
と
呼
ぶ
。
)

を
列
挙
す
る
と
左
の
如
-
な
る
。
印
は
占
有
率
が
百
%
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

い
づ
(
1
-
I
・
T
-
H
)
な
す
(
l
・
6
)
小
吋
る
(
C
0
,
.
-
I
)
お
は
す
(
8

・
l
)
す
ぐ
す
(
・
3
)
お
は
し
ま
す
(
S
-
E
5
)
馴
る
(
8
-
S
)

つ
づ
く
(
O
.
N
|
は
な
つ
(
1
-
*
・
-
*
¥

c
o
w
/
過
ぐ
/
C
M
.
C
O

c
o
(
N
)
と
ど
む

¥
n
*
o
i
l
な
ら
ふ
I
c
o
'
C
M
/
隠
す
(
c
o
o
i
l
さ
す
∧
止
∨
(
3

・
2
3
)
お
ぼ
す
(
c
o
*
o
q
)
は
な
る
(
8
)
・
つ
た
ふ

か
し
づ
く
'
も
の
す
・
8
)
み
だ
る
(
8
-
8
)
詳
-
'
な
げ
-

(
-
3
*
!
M
こ
*
知
ら
す
(
蝣
a
)
分
-
(
H
,
O
|
散
る
聖

*
な
や
む
(
消
つ
、
定
む
'
す
さ
ぶ
)
あ
ら
は
す
'
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ワ
J
心
ぶ
'
ま
ざ
ら
は
す
/
C
。
.
C
。
¥
の
た
ま
ふ
/
c
O
#
H
¥

l
^
*
c
o
J
閉
-
、
と
ま

る
'
ま
じ
る
'
あ
ま
る
な
ぐ
さ
む
蝣
S
)
*
あ
つ
か
ふ

*
い
と
な
む
小
:
・
.
つ
と
む
串
と
と
の
ふ
(
舶
・
別
)
あ
き
ら
む
、
あ
-
、
落

つ
'
し
づ
む
、
絶
ゆ
、
と
ど
ま
る
'
鳴
ら
す
'
へ
だ
つ
'
め
ぐ
ら
す
(
46
・

溌
ま
す
*
お
ど
ろ
-
*
し
づ
む
.
"
3
1
お
ど
ろ
か
す
へ
去
る
t

L
む
'
た
づ
ぬ
t
と
か
む
(
・
」
)
以
下
省
略
。

お
の
後
項
動
詞
は
'
上
位
の
も
の
に
あ
っ
て
は
'
両
者
の
脳
位
差
は
零
乃
至

十
で
あ
る
が
'
「
は
な
る
」
以
降
は
'
占
有
率
百
%
の
後
項
動
詞
は
す
べ
て
肘

枕
去
十
二
、
そ
の
他
の
B
グ
ル
ー
プ
は
朋
位
差
十
T
に
な
る
.
こ
れ
を
'
両
者

の
総
順
位
の
差
が
十
二
で
あ
る
こ
と
に
照
せ
ば
、
両
者
の
朋
位
は
相
当
し
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
へ
源
語
の
占
有
率
八
十
%
以
上
の
後
項
動
詞
に
つ
い

て
は
t
r
端
引
稿
』
の
肘
位
に
'
新
語
の
刀的
位
が
強
-
影
榔
山
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
C
'

・
'
蝣
'
こ
て
'
r
i
I
引
i
S
J
の
:
t
;
蝣
'
:
-
刑
I
G
E
=
r
な
;
和
人
j
」
?
"
り
八
に
占
め
,
ろ
E
:
I
鑑
…

の
占
有
率
を
調
べ
て
み
る
と
次
の
如
-
な
る
。

上
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
'
占
布
率
百
%
の
後
項
動
詞
を
核
に
'
B
グ
ル

ー
プ
約
四
二
・
六
四
%
は
、
源
治
で
の
脈
位
が
『
米
引
稿
』
で
の
旧
位
に
船
当

し
て
い
る
の
に
対
し
て
t
 
A
グ
ル
ー
プ
約
六
・
三
三
%
は
、
両
者
の
脳
位
に
ず

れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
.
そ
こ
で
、
そ
の
中
問
の
占
有
率
五
十

%
乃
至
七
十
九
%
の
後
項
動
詞
約
二
六
・
八
%
の
場
合
を
調
べ
て
み
る
と
'

「
-
つ
が
へ
る
」
　
(
8
-
8
)
'
「
越
ゆ
」
　
(
訓
　
'
「
さ
だ
ま
る
」
一
5
・

3
9
)
等
の
如
-
、
そ
の
順
位
差
が
B
グ
ル
ー
プ
に
近
い
も
の
か
ら
、
「
か
さ
ぬ
」

蝣
a
)
へ
「
落
す
」
　
(
・
v
 
m
l
'
「
ち
ら
す
」
　
(
S
;
-
8
)
'
「
よ
ろ
こ
ぶ
」

f
t
"
*
-
-
-
0
¥
等
の
如
-
t
 
A
グ
ル
ー
プ
に
近
い
も
の
ま
で
含
ま
れ
る
こ
と
が
判

5
&

以
上
述
べ
た
如
-
、
両
者
の
問
で
順
化
変
動
の
新
し
い
後
項
動
詞
が
茄
干
存

す
る
が
'
そ
の
他
は
'
多
少
の
ず
れ
や
前
後
の
入
れ
替
り
は
有
り
な
が
ら
も
へ

概
ね
両
者
の
m
位
は
平
行
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

5
Sl

　
拙
稿
「
い
わ
ゆ
る
抱
合
動
詞
後
れ
の
正
義
論
的
考
察
-
源
氏
物
語
を
斑

料
と
し
て
-
」
　
(
国
文
学
致
　
第
六
十
九
号
所
収
)

2
　
(
上
)
　
は
高
知
大
学
学
術
研
究
和
合
　
節
二
十
七
巻
人
文
科
学
'
(
下
)

は
同
じ
-
第
二
十
八
巻
人
文
科
学
に
所
収
。

(
高
知
大
学
教
授
一
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